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広報

９月２０日（土）、主要地方道上狛城陽線多賀バイパス
の開通式が行われました。多賀小学校で式典が行われ
た後、現地でテープカットが行われ、関係者らが通り初
めをしました。また、テープカットに先立ち多賀保育
園の園児らが、水兵さんの衣装を着て「崖の上のポニ
ョ」を歌いながら踊りを披露しました。

多賀バイパ多賀バイパススが開通しましが開通しましたた
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９
月
３
日
（
水
）、
全
国
各
地
の

保
育
園
や
小
学
校
、
図
書
館
な
ど

を
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
訪
問
し
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウ オ
ッ チ ン

グ

多
賀
バ
イ
パ
ス
全
線

開
通

挨拶をする汐見町長

白菜の種まきを行う参加者

昨
年
８
月
か
ら
一
部
供
用
開
始

と
な
っ
て
い
た
多
賀
バ
イ
パ
ス
の

全
線
開
通
を
祝
う
式
典
が
、
９
月

日
（
土
）
に
多
賀
小
学
校
で
行

２０わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
国
会
議
員
を
は
じ

め
府
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
、

用
地
協
力
者
や
地
元
関
係
者
ら
が

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
山
田
啓
二
知
事
が

「
多
賀
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
す

る
こ
と
で
、
多
賀
地
域
の
住
宅
内

を
通
る
車
が
減
り
、
今
後
の
町
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
と
期
待
し
て

い
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
町
を
代
表
し
て
汐
見
明

男
町
長
が
「
京
都
府
を
は
じ
め
多

賀
バ
イ
パ
ス
開
通
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
は
、
多
賀
バ
イ
パ

ス
を
中
心
に
町
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。こ

の
あ
と
、
多
賀
小
学
校
６
年

生
の
八
木
翔
平
君
が
作
文
を
披

露
。
引
き
続
き
『
き
ら
き
ら
ラ
ン

式辞を述べる山田知事

８
月

日
（
水
）、
Ｊ
Ａ
京
都
や

２７

ま
し
ろ
井
手
町
支
店
で
府
山
城
広

域
振
興
局
主
催
の
や
ま
し
ろ
地
域

熟
年
営
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
開
講

式
が
行
わ
れ
、
近
隣
市
町
か
ら
１４

式典の様子

ド
少
年
少
女
合
唱
団
』
に
よ
る
コ

ー
ラ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
現
地
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が

あ
り
、
関
係
者
ら
に
よ
る
通
り
初

め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熟
年
営
農
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
始
ま
る

全
国
訪
問
お
は
な
し

隊
が
や
っ
て
き
た

作文を発表する八木翔平君きらきらランド少年少女合唱団によるコーラス

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
遊
休
農
地

が
増
え
農
家
が
減
少
し
て
い
る

中
、
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
よ

う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
府
山
城
広
域
振

興
局
農
林
商
工
部
の
八
木
一
樹
部

長
や
大
和
田
参
与
が
挨
拶
。
引
き

続
き
、
山
城
北
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
寺
岸
明
彦
副
所
長
が
農

業
の
基
礎
に
関
す
る
講
義
を
、
鹿

野
光
博
副
所
長
が
農
機
具
の
使
い

方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
地
元
農
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
白
菜
の
種
ま

き
を
行
い
ま
し
た
。

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
『
本
と
遊

ぼ
う
・
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
』

が
、
町
立
図
書
館
を
訪
れ
、
町
内

３
園
の
保
育
園
児
ら
約
１
７
０
人

に
、
読
み
聞
か
せ
や
絵
本
を
披
露

し
ま
し
た
。

同
隊
は
、
平
成

年
か
ら
ト
ラ

１１

ッ
ク
を
改
造
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ

ー
に
、
絵
本
を
積
み
込
ん
で
全
国

を
巡
回
し
て
お
り
、
井
手
町
に
や

っ
て
き
た
の
は
、
３
年
ぶ
り
。

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
集
会

室
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ

り
、
隊
員
の
方
や
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
読
み
始
め
る

と
園
児
ら
は
、
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
前

の
広
場
で
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

に
積
み
込
ま
れ
た
約
５
０
０
冊
の

絵
本
の
中
か
ら
お
気
に
入
り
の
本

を
手
に
取
り
、
夢
中
に
な
っ
て
読

ん
で
い
ま
し
た
。

お気に入りの絵本を探す園児ら
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井手町ミニサロン体操をする参加者

９
月

日
（
木
）、
大
阪
で
行
わ

１１

れ
た
近
畿
地
区
商
工
会
青
年
部
主

張
発
表
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
町

商
工
会
青
年
部
の
岩
田
正
人
さ
ん

と
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
が
同
月
２２

日
（
月
）
に
役
場
を
訪
れ
汐
見
町

長
に
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

岩
田
さ
ん
は
、
同
大
会
で
「
青

年
部
活
動
に
参
加
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
青
年
部
の
活
動
な
ど
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
２
月
に
行

わ
れ
る
全
国
大
会
に
向
け
「
全
国

大
会
で
は
、
少
し
内
容
を
変
え
て

挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

９
月
４
日
（
木
）、
井
手
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
毎
月
開
催
し
て
い

る
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
が
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑
で
行
わ
れ
、
４２

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
は
、
元
気
な

う
ち
か
ら
介
護
予
防
を
行
い
、
年

齢
と
と
も
に
衰
え
て
く
る
筋
力
を

維
持
し
て
も
ら
お
う
と
、
講
師
に

運
動
実
践
指
導
者
の
山
根
光
子
さ

ん
を
招
き
、
毎
月
玉
泉
苑
と
賀
泉

苑
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
町
社
協
オ
リ
ジ
ナ

ル
体
操
の
『
井
手
町
ミ
ニ
サ
ロ
ン

体
操
』
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は

『
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
』の
歌
に

合
わ
せ
て
、
楽
し
く
体
操
を
し
て

い
ま
し
た
。

手
し
て

飛
び
石
わ
た
る

子
を

あ
と
お
し
し重

成
弘
子
（
宇
治
市
）

▽
両
岸
の
「
し
だ
れ
枝
」
が
、
そ

よ
風
の
中
で
「
あ
く
手
」
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

玉
川
に

雲
か
と
見
ゆ
る

桜
花

散
ら
す
を
惜
し
む

春
の
山
嵐

林
光
彦
（
城
陽
市
）

▽
「
雲
か
と
見
ゆ
る
」
の
比
喩
表

現
が
、
古
今
調
を
内
部
に
秘
め
た

よ
う
な
趣
を
醸
し
て
い
る
。

◆
川
柳
の
部
（
１
点
）

左
大
臣

小
町
と
二
人

夜
桜
見

河
内
昭
賢
（
井
手
町
）

▽
二
人
の
夜
桜
見
を
う
た
っ
て

妙
。
橘
諸
兄
は
大
納
言
・
右
大
臣

か
ら
「
左
大
臣
」
に
な
っ
た
。

訪
ね
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

花
び
ら
で

埋
も
れ
し
土
手
や

井
手
の
春

浜
﨑
充
彦
（
岡
山
市
）

▽
桜
は
な
び
ら
で
し
き
つ
め
ら
れ

た
春
爛
漫
の
「
井
手
の
春
」
を
み

ご
と
に
う
た
っ
て
い
る
。

花
巡
り

名
も
無
き
径
の

小
町
塚

三
田
勢
津
子
（
宇
治
市
）

▽
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ

る
。
道
や
路
と
し
な
い
で
「
径
」

と
し
た
表
記
も
効
果
的
で
あ
る
。

ど
の
人
も

さ
く
ら
吹
雪
に

笑

み
こ
ぼ
れ

濱
田
蕃
（
三
重
県
）

▽
会
う
人
、
会
う
人
す
べ
て
の

「
笑
み
」
を
「
さ
く
ら
吹
雪
」
の

舞
い
に
重
ね
て
う
た
っ
て
妙
。

花
の
玉
川

車
椅
子
押
す

影
法
師

上
林
貞
信
（
宇
治
市
）

▽
車
椅
子
を
押
し
な
が
ら
の
さ
く

ら
見
物
で
あ
ろ
う
。
一
句
の
な
か

で
「
影
法
師
」
が
リ
ア
ル
に
浮
き

立
つ
。

◆
短
歌
の
部
（
３
点
）

菜
の
花
の

色
に
負
け
じ
と

山
吹

が

旅
人
癒
す

井
手
の
玉
川

中
坊
喜
治
（
井
手
町
）

▽
「
菜
の
花
」
と
「
山
吹
」
の
黄

色
が
、「
旅
人
」
や
人
々
を
こ
の
上

な
く
癒
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

両
岸
の

し
だ
れ
た
枝
が

あ
く

橘
諸
兄
文
学
賞
実
行
委
員
会

（
奥
村
康
彦
会
長
）
は
、
８
月

日
２９

（
金
）、
橘
諸
兄
文
学
賞
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

同
賞
は
、
奈
良
時
代
に
左
大
臣

の
地
位
に
あ
っ
た
橘
諸
兄
が
井
手

町
を
本
拠
地
と
し
て
活
躍
し
た
こ

と
や
万
葉
集
編
纂
の
最
高
責
任
者

と
し
て
自
ら
も
８
首
の
和
歌
を
残

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
賞
名

に
ふ
さ
わ
し
い
と
名
付
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

作
品
の
募
集
は
、
４
月
３
日
か

ら
５
月
７
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
俳
句
２
０
９
点
、
短

歌
１
０
６
点
、
川
柳

点
の
合
計

２７

３
４
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
甲
南
大

学
大
学
院
の
上
田
博
講
師
と
同
志

社
女
子
大
学
の
安
森
敏
隆
教
授
に

依
頼
し
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
俳

句
５
点
・
短
歌
３
点
・
川
柳
１
点
が

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
受
賞
者
自

ら
の
歌
が
刻
ま
れ
た
盾
と
郷
土
産

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

●
受
賞
作
品
（
敬
称
略
）

◆
俳
句
の
部
（
５
点
）

過
ぎ
去
り
し

花
の
香
か

小
町
塚

江
守
シ
ズ
子
（
井
手
町
）

▽
花
の
香
が
小
町
塚
を
包
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
桜
の
散
っ
た
後
に

受賞報告をする岩田さん（中央）

最
優
秀
賞
受
賞
報
告

元
気
な
う
ち
か
ら
介

護
予
防
を

橘
諸
兄
文
学
賞
受
賞

作
品
決
ま
る

オータムジャンボ（市町村振興）宝くじ発売

オータムジャンボ宝くじの収益金は市町村の明るいま
ちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向
上のために使われます。
発売期間／１０月１７日（金）まで

＊ただし、売り切れ次第販売終了
発売場所／全国の宝くじ売場

＊通信販売でも購入できます
抽選日／１０月２２日（水）
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▼

８月３１日（日）、上井手区自主防災組織（会長＝寺島英司区長）
が、上井手公民館などを会場に自主防災訓練を行い、地元住民や
消防団、京田辺市消防署井手分署の分署員ら約１６０人が参加しま
した。
訓練は、京都府南部を震源とした震度７の地震が発生し、がけ

崩れや家屋の倒壊による大きな被害が発生したことを想定して行
われました。
参加者らは、事前に指定された場所から、公民館まで避難を行

い、井手分署の分署員指導のもと、消火器取扱い訓練やＡＥＤ訓
練、応急手当訓練などを熱心に学んでいました。また、非常食の
炊き出しも行われ、参加者全員で試食しました。

▼

９月８日（月）、自然休養村管理センターで、井手玉川大学第２
回目の講座が行われ、１０８名が参加しました。

同大学は、高齢者に生きがいをもってもらい、教養を高めても
らうことを目的に毎年開催されています。

第２回目の今回は、健康体力づくりの会の山根光子理事長を講
師に招き、『元気で歩き続けよう！』と題し、健康づくり講座が行
われました。

講座の中で山根さんは「歩く事は、人や自然と触れ合える機会
にもなり、病気の予防になります。自分の体調と相談しながらで
きる範囲で歩いてください」と話されていました。

▼

９月７日（日）、新四郎山グラウンドで、井手町体育協会（奥田武彦会
長）主催の町民グラウンドゴルフ大会が行われ、７１名が参加しました。

参加者らは、２チームに分かれ８ホールを２回競技。日頃の練習の成
果を十分に発揮し優勝を目指すとともに、参加者同士の親睦も深めまし
た。

結果は、次のとおりです（敬称略）
優 勝 池田 昭男 第６位 木田 昭徳
準優勝 平間 慶造 第７位 田中 義一
第３位 松本 春代 第８位 奥西 康人
第４位 今西 章憲 第９位 八木 昭男
第５位 佐々木 昭朝 第１０位 横田 勝夫

▼

秋の全国交通安全運動が９月２１日（日）から３０日（火）までの間、
全国一斉に実施されました。

井手町では、９月２２日（月）と３０日（火）の早朝、町交通対策協議
会の委員さんや町議会議員、区長、田辺警察署員ら約７０人が町内１２か
所に分かれ交通安全指導を行いました。

ＪＲ玉水駅と山城多賀駅では、ティッシュペーパーなどの啓発用
品を配布し、交通安全を訴えていました。
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障害のある方を対象とした

ＮＨＫ放送受信料の免除基準が平成２０年１０月１日から次のとおり変わりました。
半額免除（障害者の方が世帯主の場合）全額免除（障害者の方を世帯構成員に有する場合）

平成２０年１０月１日から平成２０年９月３０日まで平成２０年１０月１日から平成２０年９月３０日まで

煙視覚・聴覚障害者
煙重度の身体障害者
（内部機能障害等を追加）

煙視覚・聴覚障害者
煙重度のし体不自由者

世帯構成員全員が町民税
非課税

生活保護法による最低生
活費の額に身体障害者特
別加算額を加算した額の
費用によって営まれる生
活状態以下の世帯

身
体
障
害
者

重度の知的障害者適用外世帯構成員全員が町民税
非課税（重度以外も対象）

重度の知的障害者を構成
員に有する世帯で、世帯
構成員全員が町民税非課
税

知
的
障
害
者

重度の精神障害者適用外世帯構成員全員が町民税
非課税

適用外精
神
障
害
者

＊詳しくは、ＮＨＫ視聴者コールセンター（℡０１２０‐１５１５１５）まで【受付時間：午前９時～午後10時（土・日・祝日は午後
８時まで）】。また、ＩＰ電話等を利用の方で上記電話番号を利用できない場合は、０４４‐８７１‐８４４５または、０６‐６９１０‐３３１５
まで【受付時間：午前９時～午後９時（土・日・祝日は午後８時まで）】

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

ふるさと納税制度についてのお知らせ

平成２０年４月３０日に公布された「地方税法等の一部を改正する法律」により、「ふるさと」に貢献した

い、「ふるさと」を応援したいという納税者の思いを活かすことができるよう、個人住民税の寄附金税制が

抜本的に拡充されました。

井手町においても、住民団体から選出した委員１７名で『井手町ふるさと納税検討委員会』を設置し、本

町のふるさと納税制度について検討をしていただきました。井手町では、その結果をもとに『井手町ふるさ

と応援基金条例』を制定して、寄附金の使途を明確にすることにより、井手町に少しでも多くの寄附が寄

せられるようＰＲに努めていきます。住民のみなさま方にも、町外にお住まいの親せき・知人などに井手町

を応援していただけるよう、お声かけをお願いいたします。

【ふるさと納税制度とは】

ふるさと納税制度は、井手町にご寄附いただくと、お住まいの市区町村に納める住民税などが減額され

る制度です。

【寄附金の使い道】

寄附金の使い道は、寄附される方が指定することができます。寄せられた寄附金は、寄附者の意向に

沿って次の４つの事業メニュー毎に井手町ふるさと応援基金に積み立て、管理・運用・活用していきます。

【ご相談・お問い合わせ】

ふるさと納税に関する、ご相談・お問い合わせは井手町役場企画財政課（℡0774‐82‐6162）までお願

いいたします。

橘諸兄公旧跡整備など バリアフリー整備など桜並木の保全など

（１）自然・環境保全に関する事業 （２）歴史・文化継承に関する事業 （３）安心・安全まちづくりに関する事業

（４）その他、ふるさとの活性化に関する事業
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み
て
、
き
い
て
、さ
わ
っ
て
、

か
ん
が
え
て

福
祉
機
器
展
＆
講
演
会

日
時
／

月

日
（
土
）

１１

１５

場
所
／
京
田
辺
市
立
中
央
公
民
館

◆
福
祉
機
器
展

午
前

時
～
午
後
４
時
（
受
付
は

１０

午
後
３
時
半
ま
で
）

◆
講
演
会

午
後
１
時
半
～
３
時
半

「
親
も
子
も
地
域
も
一
緒
に
変
わ

っ
て
い
き
た
い

～
息
子
は
イ
ケ

イ
ケ
パ
ニ
ッ
カ
ー
～
」

講
師
：
高
阪

正
枝

氏

○
講
演
会
、
託
児
は
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
、
締
め
切
り
は
１１

月
６
日
（
木
）
で
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

-

〒
６
１
０

０
３
３
１

京
田
辺
市
田
辺
茂
ヶ
１
８
６
‐
１

社
会
福
祉
法
人
京
都
府
社
会
福

祉
事
業
団

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
す

て
っ
ぷ
セ
ン
タ
ー
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

‐
６
１
５
１

６４

Ｔ
Ｅ
Ｌ

‐
６
１
４
１

６４

＊
主
催
：
京
都
府
立
こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
（
す
て
っ
ぷ
セ
ン

タ
ー
）

＊
共
催
：
京
都
府
山
城
広
域
振
興

局
・
京
都
府
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
は
ば
た
き

＊
後
援
：
京
田
辺
市

「
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
の
た

め
の
小
児
救
急
医
療
講
座
」

～
小
児
の
誤
飲
と
心
肺
停
止
に
対

す
る
応
急
手
当
の
重
要
性
～

日
時
／

月

日
（
土
）

１１

２２

午
後
１
時
～
午
後
４
時

分
３０

場
所
／
京
都
府
田
辺
総
合
庁
舎

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
講
堂

内
容
／
講
演
「
小
児
の
誤
飲
と
心

肺
停
止
に
対
す
る
応
急
手
当
の
重

要
性
」

心
肺
蘇
生
等
の
実
技
講
習

乳
幼
児
を
持
つ
父
親
・
母
親
等

に
、
け
が
や
誤
飲
等
に
対
す
る
知

識
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

心
肺
蘇
生
等
の
実
技
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て

ず
対
処
す
る
心
構
え
を
学
び
ま

す
。

申
込
先
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

企
画
調
整
室
（
℡

‐
２
１
９
９
）

２１

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
先
着

名
。

３０

保
育
ル
ー
ム
／
人
数
に
制
限
が
あ

り
ま
す
。

月

日
（
金
）
ま
で

１０

１７

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
生
後

６
ヶ
月
以
上
の
お
子
さ
ま
が
対
象

で
す
。）

子育て支援センターからのお知らせ

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援センター｣を開設して

います。子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日（午前９時半～午後４時）にご利用でき

ますので、いつでも気軽にあそびにきてください。 お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐

2232）まで

10・11月の事業 時間：午前10時～正午
土金木水火月日
18171615141312

さんさん会
（支援センター）

さんさん会（OP）
スリング講習会
（支援センター）

たけのこ広場
（フルーツライン）

いもほり
25242322212019

よちよち広場
わらべうた
おもちゃ作り

さんさん会
（玉泉苑）

たけのこ広場
（多賀保育園）

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

11/1313029282726
ぴよぴよ広場
ベビーマッサージ
（予約必要）

さんさん会（OP）
スリング講習会
（支援センター）

たけのこ広場
（多賀保育園前集合）

公園めぐり

さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）
8765432

とことこ広場
わらべうた
おもちゃ作り

さんさん会
（支援センター）

さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）

たけのこ広場
（多賀保育園）

子育てサークル活動
さんさん会：午前10時～正午
妊婦～3歳位の子どもとその保護者
代表：神村（０９０－１６７９－７１８２）
たけのこ広場：午前10時30分～正午
未就園児の子どもとその保護者
代表：巽（８２－２４３６）
＊初めての方は、代表まで連絡をしてください。

1211109
さんさん会

（支援センター）
たけのこ広場
（多賀保育園）

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区

各広場の対象者
＊とことこ広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよち広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよ広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者
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禍

花

稼

苛
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禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

ま
す
ま
す
充
実
！

井
手
町
の
学
校
図
書
館
支
援

読
書
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
井
手
町
の
学
校
図
書
館
支
援
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

学
校
に
あ
る
図
書
室
を
、
今
は
「
学
校
図
書

館
」
と
呼
び
ま
す
。
学
校
図
書
館
は
、
子
ど
も

た
ち
の
読
書
活
動
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
力
で
調
べ
た
り
、
考
え
を
ま
と
め
た
り

す
る
学
習
活
動
を
支
え
る
重
要
な
拠
点
で
も
あ

り
ま
す
。

学
校
図
書
館
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
井
手

町
で
は
早
い
時
期
か
ら
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

煙
平
成

年

小
学
校
に
町
図
書
館
か
ら
司
書

１３

の
派
遣
開
始
。
学
校
図
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
化
。

煙
平
成

年

各
校
で
「
朝
の
読
書
」
の
取
組

１４

が
始
ま
り
、
各
教
室
に
置
く
本
を
町
図
書
館
か

ら
団
体
貸
出
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

煙
平
成

年

泉
ヶ
丘
中
学
校
に
司
書
の
派
遣

１５

開
始
。（
絵
本
の
贈
呈
制
度
開
始
。）

煙
平
成

年

文
部
科
学
省
よ
り
「
学
校
図
書

１８

館
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
」
の
委
託
を

受
け
る
（
～
平
成

年
）。
司
書
の
活
動
・

２０

連
携
の
充
実
。
学
校
図
書
館
調
査
研
究
会

議
の
設
置
。

煙
平
成

年

町
独
自
に
予
算
措
置
を
行

１９

っ
て
新
た
に
約
７
，０
０
０
冊
の
学
校
図

書
を
購
入
。
小
・
中
学
校
の
図
書
整
備
率

１
０
０
％
を
達
成
。
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
、
学
校
図
書
館
づ
く
り
講
座
の
開

催
。

煙
平
成

年

泉
ヶ
丘
中
学
校
の
学
校
図

２０

書
館
の
拡
張
。
図
書
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に

よ
る
町
内
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
。こ

う
し
た
支
援
を
通
し
て
、
学
校
図
書

館
の
読
書
環
境
が
大
き
く
向
上
し
、
児
童

生
徒
の
来
館
者
数
や
貸
出
冊
数
も
順
調
に

伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
は
じ
め
と
し

て
、
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

教育の窓

人権講座「きらめき」
いづみ人権交流センターでは、すべての人が光り輝く社会をめざして、身近に人権について

考え共に学習を深めることを目的に、人権問題啓発事業として、人権講座「きらめき」を開催

します。学習を通して、人権への関心を高めましょう。参加を広く呼びかけていますので、ぜ

ひこの機会にお申込みください。

内容日時

【テーマ】「子どもとのかかわりに大切なこと」～カウンセリングの考え方も生かしながら～

【講 師】 大阪府教育センター 学校経営研究室長 佐谷 力さん

１０月２３日（木）

午後７時～８時３０分

【テーマ】 「人間として共に生きる」 ～知的障がい者との３６年間～

【講 師】 元知的障がい者施設 支援員 小助川 仁さん

１１月５日（水）

午後７時～８時３０分

【テーマ】 「ドメスティック･バイオレンス 男性側からの取り組み」

【講 師】 日本DV防止情報センター 運営委員 中村 彰さん

１１月１７日（月）

午後７時～８時３０分

【テーマ】「差別って いったい何やねん？ ～もっとホンネで、主語は「わたし」で」

【講 師】 山口県人権啓発センター 事務局長 川口 泰司さん

１２月９日（火）

午後６時５０分～８時２０分

◇会 場 いづみ人権交流センター 研修棟

◇対 象 １６歳以上の井手町在住または在勤者

◇申込み いづみ人権交流センターに、直接または電話かファックスでお申込みください。

その際、名前・住所・連絡先・地区名（在勤者の場合は勤務先）・受講希望日をお知らせください。

◇その他 詳しくは、いづみ人権交流センターまでお問いあわせください。

[いづみ人権交流センター]電話 ８２－３３８０ ファックス ８２－４１１２

泉ヶ丘中学校の学校図書館
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日
時
／

月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

２４

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／

月

日
・

日
（
金
）

１０

２４

３１

い
ず
れ
も
、
午
前

時
～
正
午

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
た
だ
し
、

月

日
の
み
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

１０

３１

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／

月

日
（
木
）・

月
６
日
（
木
）

１０

２３

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

《
人
権
講
座
き
ら
め
き
》

日
時
／

月

日
（
木
）・

月
５
日
（
水
）

１０

２３

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
８
時
半

《
手
芸
教
室
》

日
時
／

月

日
・

日
（
火
）・

月

(日
月)

１０

１４

２１

１０

２７

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
ヨ
ガ
教
室
】

日
時
／

月

日
・

日
（
水
）

１０

１５

２２

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時

分
～
８
時

分

１５

４５

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
（
第
４
回
）】

日
時
／

月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

１５

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／

月
７
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１１

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
お
月
見
団
子
作
り
）】

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

予
約
不
要
、無
料
相
談
、秘
密
厳
守

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

２７

場
所
／
町
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑

◎
「
行
政
相
談
」
を
広
く
国
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
は
、

月

日
（
月
）

１０

２０

か
ら

日
（
日
）
ま
で
の
１
週
間
を
、
全
国
一
斉

２６

の
行
政
相
談
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員

が
困
り
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
地
域
の
皆
様
の
声

を
お
聞
き
し
ま
す
。

皆
様
の
相
談
相
手
と
し
て
道
路
、
河
川
、
郵
便
、

福
祉
な
ど
国
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
関
す
る
苦

情
・
要
望
・
問
合
せ
を
受
付
、
解
決
の
促
進
を
は
か

り
、
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
一
人
で
悩
ま

ず
、
な
ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
を
実
施
し
ま
す

日
時
／

月

日
（
水
）・

日
（
木
）
午
前
９
時
～

１１

１９

２０

場
所
／
京
田
辺
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象
者
／
八
幡
市
、
京
田
辺
市
、
井
手
町
、
宇
治

田
原
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

申
込
期
間
／

月

日
（
月
）
～

日
（
金
）
ま

１０

２０

３１

で【
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で（
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）】

申
込
方
法
／
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
貼
付
し
て
居
住
地
ま
た
は
勤
務
地
を

管
轄
す
る
消
防
本
部
ま
た
は
分
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
受
講
申
込
書
は
、
最
寄
の
消
防
本
部
ま

た
は
分
署
に
あ
り
ま
す
。

受
講
料
／
無
料
で
す
【
別
途
テ
キ
ス
ト
代
（
３
，

９
０
０
円
）
が
必
要
で
す
】

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日
時
／

月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１１

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／

月
１
日
（
土
）

１１

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２
「
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
の
た
め
の
学
習
・
交
流
会
」

日
時
／

月

日
（
日
）
午
前

時
～
午
後
３
時

１１

１６

１０

場
所
／
宇
治
市
総
合
福
祉
会
館

内
容
／
聞
こ
え
に
関
す
る
学
習
会
・
交
流
会
・
聴
力
検
査

対
象
／
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方

と
そ
の
家
族
、
聴
覚
障
害
者
福
祉
関
係
者
、
サ
ー

ク
ル
会
員
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

＊
話
の
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
要
約
筆
記
・
磁
気

誘
導
ル
ー
プ
の
準
備
が
あ
り
ま
す

参
加
費
／
無
料
（
希
望
者
に
、
お
弁
当
５
０
０
円
・

菓
子
付
き
お
抹
茶
２
０
０
円
の
注
文
を
承
り
ま
す
）

申
込
期
限
／

月

日
（
月
）

１１

１０

申
込
先
／
宇
治
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー「
そ
ら
」

（
℡

‐
７
１
８
５
）

３３ 月
は
、
町
府
民
税
の
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
５
期
納
期
限
で
す

１０

グ
リ
ー
ン
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

期
間
／

月
１
日
（
水
）
～
翌
年
１
月

日
（
土
）

１０

３１

～
エ
コ
な
買
い
物
で
ご
み
を
減
ら
し
、
温
暖
化

を
防
止
し
よ
う
～

①
近
く
で
取
れ
た
野
菜
や
果
物
を
選
ぶ

②
ご
み
の
発
生
が
少
な
い
製
品
を
選
ぶ

③
省
エ
ネ
性
能
の
す
ぐ
れ
た
製
品
を
選
ぶ

④
買
い
物
袋
を
持
参
す
る

「
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
宣
言
」
を
募
集
中
～

抽
選
で
エ
コ
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。
詳
し
く
は

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.k
-g
p
n
.o
rg
/

ス

ポ

ー

ツ

【
合
併

周
年
記
念
秋
季
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

５０

日
時
／

月
９
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１１

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／

月

日
（
水
）・

月
５
日
（
水
）

１０

１５

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
)

【
和
太
鼓
教
室
サ
ー
ク
ル
】

日
時
／

月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１０

１８

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／

月

日
・

日
（
土
）・

月
８
日
（
土
）

１０

１１

２５

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》
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《
育
児
相
談
》

日
時
／

月
７
日
（
金
）
午
前
９
時
半
～

時
半

１１

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１０

（単位：％）（健全化判断比率）

早期健全化基準平成１９年度

１５．０－実質赤字比率

２０．０－連結実質赤字比率

２５．０９．８実質公債費比率

３５０．０－将来負担比率

＊表中「－」は、0％以下です。

財政健全化判断比率等の公表について
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成１９年度の健全化判断

比率及び資金不足比率を公表します。平成１９年度の比率は、いずれも健全化基準を超えて

おらず、良好な財政運営を行ってきたと言えます。

怪
悔

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／

月

日
・

日
（
火
）
午
前

時
～
午
後
２
時

１０

１４

２８

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

◆公営企業の経営健全化に関する指標について

【実質赤字比率】

標準財政規模（＊）に対して、一般会計等の実質赤字が占める割合

【連結実質赤字比率】

標準財政規模に対して、全ての会計を合わせた実質赤字が占める割合

【実質公債費比率】

標準財政規模に対して、一般会計等が負担する公債費等が占める割合

【将来負担比率】

標準財政規模に対して、一般会計等が将来負担すべき債務が占める割合

【資金不足比率】

公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合

＊標準財政規模とは、当該自治体の標準的な一般財源の規模

（単位：％）（資金不足比率）

経営健全化基準平成１９年度

２０．０－公共下水道事業

２０．０－
多 賀 地 区
簡易水道事業

２０．０－水道事業

＊表中「－」は、0％以下です。

日
時
／

月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１０

１５

場
所
／
玉
泉
苑

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
》

日
時
／

月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

場
所
／
玉
泉
苑
（
対
象
・

歳
以
上
）

６５

《
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
》

日
時
／

月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

２３

《
乳
が
ん
検
診
》

日
時
／

月

日
（
火
）・

日
（
木
）・

日
（
金
）

１０

１４

１６

１７

い
ず
れ
も
、
時
間
指
定

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／

月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

１０

２３

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／

月

日
（
月
）

１１

１０

対
象
／
Ｈ

・
３
・
４
か
ら
Ｈ

・
５
・
５
生
ま
れ

１９

１９

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／

月

日
（
火
）

１０

２１

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時

分
４５

煙
生
後
３
～

ヶ
月
ま
で
で
す
が
、
出
来
る
だ
け
３

９０

～

ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。
１
回

１８
目
と
２
回
目
の
間
隔
を
６
週
間
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

２７

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１１

１０

場
所
／
賀
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

２０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／

月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１０

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／

月

日
・

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

１０

１４

２８

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／

月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

３０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

月
１０

◆
一
般
書

「
失
わ
れ
た
季
節
に
」

三
浦
明
博

「
す
べ
て
の
若
き
野
郎
ど
も
」久保

寺
健
彦

「
お
ば
さ
ん
未
満
」

酒
井
順
子

「
冷
た
い
水
と
、
砂
の
記
憶
」谷
村
志
穂

「
深
川
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
横
丁
」宇江

佐
真
理

「
美
人
い
く
さ
」

諸
田
玲
子

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

月
～
翌
年
３
月

１０

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

☆

月
・

月
の
休
館
日

１０

１１

月

・
・
・

日

１０

１４
２０
２７
３０

月
４
・
・
・
・

日

１１

１０
１７
２５
２７

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

「
汐
の
な
ご
り
」

北
重
人

◆
児
童
書

「
へ
ん
し
ん
！
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」

あ
き
や
ま
た
だ
し

「
し
っ
ぱ
い
に
か
ん
ぱ
い
！
」宮
川
ひ
ろ

「
ハ
リ
ス
と
ぼ
く
の
夏
」

ゲ
イ
リ
ー
・
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５
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三月の招待状
角田光代
年下の恋人と同棲する充留の
もとに、学生時代からの友人
の離婚パーティの案内状が届
いた。パーティに集まった友
人たちの動揺、苛立ち、新し
い恋。男女５人の友情と恋愛
を描いた長編小説。

折れない心の作り方
齋藤孝
ほんのちょっとしたことで傷
つく。自信を喪失する。やる
気をなくして投げやりになる。
そんな子どもや若者にどう接
していけばいいのか。苦しい
今を生きる子どもや若者たち
に、求められる心のあり方を
やさしく解説。

ミラクル★キッチン１
工藤純子
主人公・加護めぐみは、食べ
ることは大好きだけど作るの
はニガテな女の子。ある日、
「小学生の天才シェフがいる
んだって」とクラスでうわさ
に。偶然、その正体を知った
めぐみは…。おはなしに出て
くるお料理のレシピつき。

ほしがながれてクリスマス
谷内こうた
明るく光る星が冬の空をよこ
ぎり、まちの方へ流れていき
ました。遠い昔、遠い国でも、
星は光り、その星に３人の王
様がついていきました。星が
止まったのはエルサレムのま
ちはずれ。そこでイエス様が
お生まれになったのです…。
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国
民
年
金
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め
な
い
と
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ど
う
な

り
ま
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か
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Ａ

年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度

で
す
。
あ
な
た
が
納
付
す
る
保
険
料
が
、
高
齢
者

世
帯
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
あ
な

た
や
家
族
の
年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、
保
険
料

は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
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付
に
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老
後
の
生
活
保
障
で

あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故

等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と

き
の
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
か
ら
二
年
間
を
経
過
す
る
と
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

将
来
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
付
を
忘
れ
な
い
為
に
、
便
利
で
安
心
な
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
一
度
手
続
き
を
す
れ

ば
、
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

し
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
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又
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手
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し
て
く
だ
さ
い
。
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ごみ収集日程表（10月11日～11月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程 ※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田

⑧１０月３０日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀⑨１０月３１日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１１月４日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山

⑪１０月１４日
１１月５日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫１０月１５日
１１月６日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝

⑬１０月１６日
１１月７日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭１０月１７日
１１月１０日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休

⑮１０月２０日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

区 分

地 区

１０月１５日

１０月２９日

１０月２２日

１１月５日
１１月６日１０月３０日１０月１６日１０月２３日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

１０月２２日

１１月５日

１０月１５日

１０月２９日
１１月７日１０月３０日１０月１７日１０月２４日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

１０月２２日

１１月５日

１０月１６日

１０月３０日
１１月６日１０月２３日１０月１５日１０月２９日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区

第21回環境まつりを開催します
恒例の「環境まつり」を今年も下記のとおり開催します。

日時／10月26日（日）午前10時～午後3時（雨天の場合は11月2日

（日）に規模を縮小し、リサイクル市としてクリーンピア沢で開催）

場所／洛南浄化センター運動広場および城南衛生管理組合（クリーンピア沢）

イベント内容／◎リユース家具や再生自転車のリサイクル市◎フリーマー

ケット（250店）◎構成市町展示ブース◎衣服のリフォーム教室（要事前予

約）◎エコクッキング教室（要事前予約）◎各種環境啓発コーナー◎自転車

タクシー◎人力車◎新鮮野菜の朝市◎下水道まつり（施設見学・その他）◎う

まいもの横丁など

＊会場へは、ＣＯ2削減のため、無料バスをご利用いただくか、自家用車の

場合は、できるだけ乗り合わせでご来場ください。

発車時刻バス乗り場

10時40分8時50分ＪＲ玉水駅前

10時45分8時55分ワタキューセイモア
（株）本社前

発車時刻バス乗り場

15時30分13時20分イベント会場

無料シャトルバス（かえり）

無料シャトルバス（行き）

お問合せ先／環境まつり事務局・城南衛生

管理組合広報情報課（℡075‐631‐0825）
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ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）

土10/11

日12
月13

乳がん検診（時間指定、保健センター）
こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火14

いづみふれあい学級【第４回】（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
生き生きふれあいサロン【お月見団子作り】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水15

乳がん検診（時間指定、保健センター）木16
乳がん検診（時間指定、保健センター）金17
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
第７回井手共同作業所まつり（午前１０時半～、玉水公民館前広場）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土18

【予備日】第３７回町民体育大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日19
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月20
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ポリオ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火21

ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水22
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
人権講座きらめき（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

木23

井手町戦没者追悼式（午前１０時～、自然休養村管理センター）
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金24

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土25

秋のおはなし会（午後２時～、山吹ふれあいセンター図書館）日26
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）

月27

こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火28

水29
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）木30
大正琴教室（午前１０時～正午、自然休養村管理センター）金31
無火災デー防火パレード
第２９回井手町文化祭（午前１０時～、自然休養村管理センター他）土11/1

第２９回井手町文化祭（午前１０時～、自然休養村管理センター他）日2
月3

ゆっくり学べるパソコン教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）火4
人権講座きらめき（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水5
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）木6
育児相談（受付：午前９時半～１０時半、西部公民館）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金7
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土8

秋季町民ソフトボール大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日9
１歳半健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月10

出張徴収【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（10月11日～11月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

（６月２０日から７月１９日までの届出分・敬称略）

（８月２０日から９月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】
「税に関する小学生の絵画展」の実施について

山城地区租税教育推進協議会では、教育関

係者と税務関係者が協力して税の意義や役割

を正しく理解していただくため、税に関する

小学生の絵画展を実施いたします。

期間／１１月１１日（火）から１７日（月）

場所／山吹ふれあいセンター
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